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第24期 第16回 北広島市農業委員会総会議事録 

 

令和3年10月26日（火）13時30分、第16回北広島市農業委員会総会を北広島市役所5階議場に

招集する。 

 

１  議事日程 

日程第1  議事録署名委員の指名 

日程第2  会期の決定 

日程第3  報告第1号  農地法第3条の3の届出による専決処分について 

日程第4  報告第2号  賃貸借の合意解約について 

日程第5  報告第3号  農地転用事業完了による専決処分について 

日程第6  議案第1号  農地法第3条の規定による許可申請について 

日程第7   議案第2号  農地・非農地判断について 

日程第8  議案第3号  農村滞在型余暇活動機能整備計画の変更について 

日程第9   その他 諸報告 

 

２ 応招委員  1番 茶木 義行 委員  2番 宮北  輝 委員   3番 佐藤 芳之介 委員 

4番 佐々木 珠惠 委員 5番 安宅 一夫 委員  6番 塚本 能信 委員   

7番 三戸  修 委員 

 

３ 農地利用最適化推進委員出席者  阿部 知博 委員 坂本 勝則 委員 田村 智幸 委員  

森越 信幸 委員 山田 智美 委員 

 

４ 事務局出席者  事務局長 及川 浩司  事務局次長 遠藤 智  主査  武山 伍織 

５ 事務局出席者  主査   土居 裕之  主事  門間 亮太    

４ 事務局出席者   

 

（開会宣言  13時30分） 
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議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

議 長 

宮 北 委 員 

事 務 局 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

＜日程第1：「議事録署名委員の指名」＞ 

日程第1、「議事録署名委員の指名」を行います。本日の署名委員として総会規則第14条

の規定により4番 佐々木委員、5番 安宅委員、以上2名を指名いたします。 

 

＜日程第2：「会期の決定」＞ 

日程第2、「会期の決定について」お諮りいたします。本会議の会期は、令和3年10月26

日、本日1日と決したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。会期は本日1日と決しました｡ 

 

＜日程第3：報告第1号「農地法第3条の3の届出による専決処分について」＞ 

報告第1号「農地法第3条の3の届出による専決処分について」を議題といたします。事

務局から、報告案件の朗読をお願いいたします。 

（報告案件朗読） 

報告案件の朗読が終わりました。これより質疑を行います。何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。報告第 1 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第1号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第4：報告第2号「賃貸借の合意解約について」＞ 

報告第2号「賃貸借の合意解約について」を議題といたします。事務局から、報告案件の

朗読をお願いいたします。 

（報告案件朗読） 

報告案件の朗読が終わりました。これより質疑を行います。宮北委員どうぞ。 

番号1から番号4までの合意解約後はどのように利用する予定ですか。 

道央農業振興公社を通じての賃貸借契約の合意解約となります。番号1・番号2につきま

しては、今後借主の○○○○○○が貸主の○○○○○○から売買をする予定でございます。

ただ、公社を通じての賃貸借でしたので、合意解約をし、その後に売買を予定しております。

番号3・番号4につきましては、貸主の○○○○○○の都合によりまして、今後農地の転用

を予定しているとお話しを伺っております。また、次期は未定と伺っております。以上です。 

他に何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。報告第 2 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第2号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第5：報告第3号「農地転用事業完了による専決処分について」＞ 

 報告第3号「農地転用事業完了による専決処分について」を議題といたします。事務局か

ら、報告案件の朗読をお願いいたします。 

（報告案件朗読） 

報告案件の朗読が終わりました。これより質疑を行います。何か質疑はございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。報告第 3 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第3号は、報告のとおり承認することに決しました。 
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事 務 局 
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議 長 

 

茶 木 委 員 

 

 

 

 

 

議 長 

山 田 委 員 

事 務 局 

 

 

議 長 

佐々木委員 

 

事 務 局 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

 

宮 北 委 員 

 

＜日程第6：議案第1号「農地法第3条の規定による許可申請について」＞ 

議案第1号「農地法第3条の規定による許可申請について」を議題といたします。事務局

から、議案の朗読をお願いいたします。 

（議案朗読） 

 議案の朗読が終わりました。事務局より補足説明を求められておりますので、これを許し

ます。 

先にお配りしております、根拠法令等参考資料の2ページ目をご覧ください。農地法第3

条の許可申請について、農地法第3条第2項に次の各号のいずれかに該当する場合について

は許可することができない、と規定されています。 

まず第1号、取得後の農地をすべて効率的に利用しない場合、第2号は農地所有適格法人

以外の法人が権利を取得しようとする場合、第3号は信託の引受けによる場合、第4号は農

作業に常時従事すると認められない場合、第5号は耕作する面積が2ヘクタールに達しない

場合、第6号は所有権以外の権限に基づいて耕作又は用地区の事業を行う土地の転貸又は質

入れしようとする場合、最後に第7号は農地の集団化、農作業の効率化その他周辺の地域に

おける農地又は採草放牧地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障を生ずるおそ

れがあると認められる場合、以上7項目がございます。こちらに該当しないかどうかをご確

認いただきたいと思います。 

なお、この補足説明後の流れですが、この案件につきましては地区担当委員による現地調

査が行われておりますことから、担当委員による調査結果をご報告いただきます。その後、

質疑を行い、質疑なしと認められたところで委員間討議を開催します。その中で、本案件の

許可の可否を決定いただきたいと思っております。以上です。 

この案件につきましては、地区担当委員による現地調査が実施されていますので、茶木委

員より調査結果を報告願います。 

令和3年10月14日、農地法第3条許可申請による現地調査を安宅委員、田村委員、私の

3名で実施しましたので、結果についてご報告いたします。 

番号1、譲渡人 ○○○○○○ 譲受人 ○○○○○による申請ですが、譲受人である○

○○○○の経営地 87,351 ㎡について現地を確認しましたところ、一部農地においては相当

年数継続して保全管理程度であり、経営地すべてを効率的に利用して耕作の事業を行ってい

ることを確認できませんでした。以上、現地調査結果報告といたします。 

 ご苦労様でした。これより質疑を行います。山田委員どうぞ。 

 譲受人の直近の農業所得を教えてください。 

 ○○○○の農業所得でございますが、直近5年間につきましては農協にも確認させていた

だきましたが、農業所得がありませんでした。さらに5年遡りますと、水田活用の直接支払

交付金の農業所得のみとなっております。以上です。 

 他に何かございませんか。佐々木委員どうぞ。 

 農業所得はないということですが、耕したりしていますよね。どなたが農地を耕したりし

ているのでしょうか。○○○○の年齢と耕しているかたを教えて下さい。 

 申請人の○○○○○○ですが、年齢は91歳になります。5年以上前になりますが、水田活

用の直接支払交付金を受けている土地は、牧草を作付しています。管理しているのは、5年

以上前については○○○○、ここ最近については○○○○○○○○ということでお話しを聞

いております。実際には自分で管理していないと思われます。以上です。 

 他に何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。それでは、委員間討議を行いますので、暫時休憩といたします。 

（暫時休憩） 

それでは休憩を解き、再開いたします。本申請の取扱いについていかがいたしますか。宮

北委員どうぞ。 

茶木委員からの報告や、事務局から提供を受けた情報を踏まえ、根拠法令である農地法第
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議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

議 長 

3条第2項第1号に規定されている、取得後の農地をすべて効率的に利用しない場合に該当

すると思われますので、本件は不許可とすべきだと思います。 

ただいま、宮北委員から不許可とすべきとの発言がありましたが、他にございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

 質疑なしと認めます。議案第1号は不許可と決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第1号は、不許可と決定いたしました。 

 

＜日程第7：議案第2号「農地・非農地判断について」＞ 

議案第2号「農地・非農地判断について」を議題といたします。事務局から、議案の朗読

をお願いいたします。 

（議案朗読） 

議案の朗読が終わりました。事務局より補足説明を求められておりますので、これを許し

ます。 

今年度の農地利用状況調査につきましては、10月4日から行われ、各地区担当委員にお集

まりいただき、計4回実施いたしました。 

まず、1号遊休農地、再生利用が可能な農地でございますが、37筆、約20ｈａとなってお

ります。昨年度と比べて大きく増加しておりますが、これは昨年度まで判定区分で存在して

おりましたＢ分類の農地が、今年度からは判定区分からなくなったことにより遊休農地もし

くは非農地に分類されなければならず、非農地判断とならなかったことが大きな原因であり

ます。続きまして、非農地判断となった農地、再生利用が困難な農地につきましてでござい

ますが、107筆、約37ｈａが非農地であると判断いたしました。 

農地利用状況調査の今後の手続について、ご説明いたします。 

今後の手続に関しまして、まず1号遊休農地と判断された農地の所有者に対して、利用意

向調査を実施することとなっております。利用意向調査の内容といたしましては、今後の農

地の利活用について、自分で管理・耕作をするのか、もしくは貸したいのか、売りたいのか、

農地中間管理機構等への貸付希望の有無などを調査いたします。調査期間は昨年度から変更

されましたが、1か月以内で回答を求めます。調査の結果、中間管理機構等への貸付を希望

する方につきましては、中間管理機構に通知をいたしまして、農地の利用を出来るかどうか

の調整をする運びとなります。売買、賃貸等を希望の場合は、地区担当委員の皆様と相談さ

せていただきながら、希望者を探す形となります。自己利用の場合について、意思の表明か

ら6か月後の現地を確認し、意向どおりであれば問題ありませんが、利用等がされていない

場合については、勧告等を行う必要があります。回答がない場合や農地の利用等が認められ

ない回答の場合も同様に勧告等の対象となります。 

最後に、非農地と判断された農地所有者に対しましては、非農地通知書を発送いたします。

この通知により、法務局にて地目変更が可能となります。以上です。 

これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。議案第2号「農地・非農地判断について」は、提案のとおり決する

ことにご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第2号「農地・非農地判断について」は、提案のとおり決定

いたしました。 

 

＜日程第8：議案第3号「農村滞在型余暇活動機能整備計画の変更について」＞ 

日程第8、議案第3号「農村滞在型余暇活動機能整備計画の変更について」を議題といた

します。事務局から、議案の朗読をお願いいたします。 

（議案朗読） 

議案の朗読が終わりました。この案件につきましては、市農政課から補足説明を行いたい
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議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

事 務 局 長 

 

 

 

 

 

 

旨の申し出がありますので、これを許します。 

それでは、農村滞在型余暇活動機能整備計画（通称グリーンツーリズム計画）の変更につ

いて、ご説明します。 

市では、「農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律」に基づき、市

内の農業振興地域である市街化調整区域全域を、グリーンツーリズムを促進するエリアとし

て、「グリーンツーリズム計画」で指定しています。 

本年1月の農業委員会総会では、新たに○○○○○の計画を追加した際にご意見を伺った

ところです。今回は、すでに計画に位置付けられておりました、○○○○○○○○の施設整

備計画が具体化したため、計画内の施設の数の内訳の変更について、ご意見をうかがうもの

です。まず、新旧対照表をご覧ください。左側、新の下線がひかれた部分が変更となるとこ

ろです。今回の○○○○○○○○の変更と、一部施設整備が完了した○○○○○の農家レス

トランの棟数が変更の内容となっております。次に、カラー印刷の横の表をご覧ください。

○○○○○○○○分の左側が平成 30 年に位置付けました内容、右側が今回の整備計画に伴

う変更となっています。今回予定されている施設整備は、レストランと直売所、管理機能が

一体となった施設が1棟、農泊宿泊エリア整備として、キャンプサイトが1か所となってい

ます。Ａ3の資料は施設の配置図で、右側が平成30年当初の計画図面となっております。左

側の航空写真の図が今回整備を予定している施設の配置図となっています。 

計画内の施設の内訳の変更についての説明は、以上となります。 

今後のスケジュールについてですが、本日の総会以後、10月28日に決定と公告を行う予

定としています。また、同じタイミングでこの度の計画変更を北海道に報告を行うこととな

っています。説明は以上となります。 

補足説明が終わりました。これより変更に対する意見あるいは質疑を行います。質疑ござ

いませんか。宮北委員どうぞ。 

カラーの表を見ると、直売所レストラン管理事務所と書いてありますが、元々の住宅の跡

地のような気がしますが、そこは建て替えをするということでしょうか。 

今回予定されています直売所レストラン管理事務所ですが、事務所とカフェとして活用し

ておりまして、こちらを増築し直売所レストラン管理事務所としてグリーンツーリズムで位

置付けることとなっております。以上です。 

カーサイトは車を停める場所ですか。 

現在伺っておりますカーサイトの件ですが、車を停めて横にテントを張る場合もあります

し、トレーラーハウスを施設とは見做さない形で置いて活用するという話も聞いておりま

す。以上です。 

他に何かございませんか。 

（「質疑なし」。の声） 

質疑なしと認めます。議案第 3 号は、市に対し「異議がない旨」、文書によって通知する

ことに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第 3 号は、市に対し「異議がない旨」、文書によって通知す

ることといたします。 

 

＜日程第9：「その他、諸報告について」＞ 

 諸報告を行います。事務局から発言を求められておりますので、これを許します。 

それでは、諸報告を行います。1点目、次回の第17回農業委員会総会につきましては、令

和3年11月30日火曜日、午後1時30分から北広島市役所5階議場で予定をしております。

2点目、会長と事務局の動静報告についてでございます。9月・10月につきましては記載の

とおりでございます。11月につきましては、25日木曜日に北海道農業会議第8回常設審議

委員会がかでる 2・7 で開催されます。会長に出席していただきたいと考えております。30

日火曜日は第17回農業委員会総会を実施いたします。なお、市議会の第6回臨時会が11月

5日、市議会の第4回定例会が11月26日から開催される予定となっております。3点目で
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議 長 

ございます。次回現地調査委員会の日程でございます。現地調査委員につきましては9月の

総会で指名済みでございます。三戸委員・茶木委員・佐藤委員・調査補充委員として佐々木

委員の4名でございます。予定といたしましては、11月15日月曜日午前9時00分からと

したいと考えておりますが、現時点での皆さんのご都合はいかがでしょうか。それでは 11

月15日午前9時00分からよろしくお願いいたします。私からは以上でございます。 

委員の皆さまから何かございませんか。なければ以上をもちまして第 16 回北広島市農業

委員会総会を閉会といたします。ご苦労様でした。 
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（閉会宣言 14時 05分） 
 
 
 以上、総会議事を記録し、正確を期するためここに署名する。 

 
 
令和  年  月  日   

 
 
 
    

議 長 
  

署 名               

 
議事録署名委員 

 
   番 

 
署 名 

 
議事録署名委員  

 
   番 

 
署 名 

 
 


